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オオ ワ タ コナ カ イ ガ ラム シの天 敵 に関 す る研 究III

村 上 陽 三

Studies on natural enemies of a mealybug, 

  Phenacoccus pergandei Cockerell. III 

 Yozo Murakami

緒 言

前報に続いて,オ オワタコナカイガラムシの寄生蜂

に見 られる共存関係,単 寄生および多寄生の問題,寄

生率,二 次寄生蜂の出現頻度,寄 生による寄主の産卵

能力抑制の問題等について論じ,最 後に木種の天敵に

対する評価に触れて結びとしたい.

寄 生 蜂 の 共 存 関 係

オオ ワタ コナ カイ ガラム シの主 要な寄生蜂 は

Anagyrusschδnherri(シ エー ンヘ ー ル ト ビ コバ チ),

Aphycusalbicomis(オオワタ コナ カ イガ ラ ヤ ド リバ

チ)お よびAllotropautilis(オ オ ワ タヤ ドリク ロバ チ)

の3種 で あ る.こ の う ちA〃otropautilisは 仔 虫 に の

み 寄 生 す る年1世 代 の 寄生 蜂 で あ り,他 の2種 は仔 虫

と成 虫(雌)に それ ぞ れ1世 代 ず つ 寄 生 す る年2世 代

の寄 生 蜂 で あ る.こ れ ら3種 の寄 生 蜂 の うち ど の種 が

・最優 占種 で あ るか は一 定 して お らず ,場 所 に よ つて も

年 に よつ て も異 なつ て い る(Table1お よ び2).

Table 1. Individual number of parasites emerged from overwintering 

        nymphs and from adult females of the mealybug at Fukuoka.

Magnolia obovata 

Fraxinus longicuspis 
 var.  latifolia 

Celtis sinensis var. japonica 

Ficus erecta 

Meliosma myriantha 

Prunus campanulata 

Mallotus japonicus No. 1 

No. 2 
Viburnum dilatatum 
Tilia Miqueliana 
Crataegus cuneata 
Liquidambar formosana 
Benzoin strychnifolium 
Fraxinus japonica 
Diospyros Kaki

4' Contribution Ser . 2, No. 166, Entomological Laboratory, Kyushu University.



Table 2. Individual number of parasites emerged from adult females of 
        the mealybug in the prefectures of Fukushima, Aomori and 

        Hokkaido.

すなわち,同 一年に種々の場所から採集 したものに

ついて比較 してみると,同 じ地域でも寄主を採集 した

樹または果樹園がちがえば,出 現する各種寄生蜂の個

体数の比が著 しく異なつている.ま た同一樹について

みても,ど の種の寄生蜂が優占種であるかは年によつ

てちがつている.

上の3種 のうちAllotropautilisだ けは他の2種 と

生態的に著 しく異なつていることか ら,こ のような同

一種の寄主をめぐつて共存関係が存在 していても不思

議ではないが,AnagyrUSschδnherriとAphyCblsalbi-

eornisの2種 についてみると,互 いに寄生時期や成虫

の出現時期が殆んど一致 していて,い わゆる生態的地

位の等しい種であることから,ど ういう形で共存が行

なわれているかを検討する必要がある.

の ちに述べるが,こ れらの2種 は越冬世代での寄生

率が低い.い いかえるならば,春 期世代の成虫が寄主

コナカイガラムシの仔虫に産卵する時には,寄 主の個

体数が著 しく多いために2種 の寄生蜂の間に種間競争

が存在 しない.と ころが春期世代では寄生率は非常に

高 く,い いかえれば越冬世代の成虫が寄主コナカイガ

ラムシの成虫(雌)に 産卵する時には当然種間競争が

存在してよいはずである.し かし現実にはこれらの2

種 の間には,種 間競争によつていずれかの種を駆逐 し

てしまうといつたことは起こつていないのである.こ

のような現象は,同 一種の寄主をめぐる2種 以上の生

態的地位の等 しい寄生蜂の間には普通に見られる現象

で ある.

大 竹(1959)は,い わ ゆ る生 態 的 地 位 の 等 しい と見

られて い る2種 の動 物 が 共 存 して い る場 合,見 た と こ

ろ 習性 が ご く似 か よつ て い る よ うで も,よ く調べ れ ば

か な りは つ き り した 習 性 の ち が いが 見 られ る場 合 が 大

部分 で,こ の点 の くわ しい検 討 を 抜 き に して 種間 競 争

を 論ず る こ とに対 して 警 告 を行 な つ て い る.

AnagyrusschbnherriとAphycusalbieornisの 場 合,

成 虫(雌)に 寄生 す る春 期 世代 で は,し ば しば両 種 が

同一 寄 主 体 内に共 寄 生(symparasitism)し て い る こ

と が あ る.例 え ば福 岡 の ホオ ノキ か ら採 集 した コナ カ

イ ガ ラム シ成 虫(雌)の うちAnagymsschonherriと

Aphyetisalbieornisに よ つ て寄 生 され て い た個 体 に つ

い て見 る と,1955年 の材 料 で は211例 の うち 独 寄 生

(eremoparasitism)はAnagyrussehbnherri47例,

Aphycusalbieornis145{列 で,共 寄 生 が19例 で あつ た.

1957年 の材 料 で は210例 中AnagPtrusschbnherriの 独

寄 生 が133例,Aphycusalbicemisの 狙1寄生 が32例

で,共 寄生 は45例 で あ つ た(Table3).し か も両 棟

が共 寄 生 した場 合,い ず れ か の種 が寄主体 内 で死 滅 し

て しま うよ うな こ とは な く,両 種 とも完 寄 生(hicano-

parasitism)で あ る と こ ろに,こ の2種 が 共存 し得 る

根拠 が あ る と考 え られ る.

この よ うに共 寄 生 を 可 能 に して い る理 由 は まず 第一

に寄 主 体 が 多数 個 体 の 寄 生 蜂 幼虫 を養 うに十 分 なだ け

大 き い こ と,第 二 に両 種 の寄 生 蜂 の 間 にか な りは つ き



Table 3. Symparasitism and eremoparasitism of Anagyrus  schonherri and 

       Aphycus albicornis parasitic on adult females of the rnealybug 

       collected on a tree of Magnolia obovata at Fukuoka in 1955 

        and 1957.

りした生態のちがいがあることに求められる.

前報で述べた如 く,Anagyrusschδnherriの 卵はいわ

ゆるbandedtypeの 卵で寄主体の皮膚から柄部の先

端を突出させた形で寄主の皮下に産みつけられる.従

つて孵化 した若令幼虫は腹部の末端数節を卵殻や脱皮

殻に包んでもとの卵の柄部を通じて寄主の皮膚に付着

した姿勢で生育する.これに反 してAphyeusalbicornis

の卵はunbandedtypeの 卵で寄主体内の深部にfree

の状態で産みつけられ,孵化 した幼虫も寄主体内の中

心部で生育する.こ のように,両 種の幼虫が同一寄主

体内の皮膚に近い表履部と比較的深部とに一種のすみ

わけのような状態で寄生することによつて共存が行な

われているのである.ま た!lphyeusalbicornisの 越冬

世代の雌成虫では産卵管の長さが春期-世代のものと比

べて著しく 長いという現象は,越 冬世代の雌が体の大

きい寄主体(コ ナカイガラムシの雌成虫)の 深部に産

卵するという習性との間 の適応 的現 象 とみ られ る

(Murakami,1960).

単 寄 生 お よ び 多 寄 生

Anagyr〃ss'chbnherriとAphycusalbieornisは いず

れ も コナ カ イガ ラム シ仔 虫 に寄 生す る越 冬 世 代 で は単

寄生 で あ り,成 虫(雌)に 寄 生 す る春 期 世 代 で は多 寄

生 で あ る.

こ の2種 の春 期 世代 の 成 虫 が,1寄 主 体 か ら羽 化 出

現 す る頭 数 の 度 数分 布 を 見 ると次 の如 くで あ る(Table

4お よ び5).す な わ ち,Anagyr〃sschδnherriで は1

寄 主体 内 に最 高11頭,平 均2～4頭 が 多 寄 生 し,

Aphycusalbicornisで は更 に多 く最 高34頭,平 均6～

10頭 が 多寄 生 す る.ま た先 に述 べ た 如 くこの両 種 は し

ば しば共 寄 生 す るの で,両 種 を 合 わ せ れ ば更 に大 きな

数 字 と な る.

A〃otropautilisに 関 して は,カ ナダ の ノバ ・ス コチ

ァでPhenacoeeusacerisに 岩f生す る本 種 に つ い て の

Gilliatt(1939)の 報 告 が あ る.そ れ に よ る と この種 の

成 虫 には 産卵 の際 あ る程 度 寄 主 を え らぶ識 別 能 力 が あ

Table 4. Frequency distribution of the adult individual number of Anagyrus 
 schonherri (spring generation) emerged from a single host collected 
        on a tree of Magnolia obovata at Fukuoka in 1955 and 1957.



Table 5. Frequency distribution of the adult individual number of Aphycus 
        albicornis (spring generation) emerged from a single host collected 

        on a tree of Magnolia obovata at Fukuoka in 1955 and 1957.

り,過 半数の寄主がただ1個 の卵しか産みつけられて

いないとのことである.筆 者もこの種が多寄生 してい

る例を全 く見ていないので,お そらく単寄生であろう

と思われる.

寄 生 率

す で に 述 べ た如 く,オ オワ タ コナイ ガ カ ラム シ の仔 虫

に寄 生 す る主 要 な寄 生 蜂 はAllotropautilis,Anagyrus

schδnherriお よ びAphycusall)icomisの3種 で あ る.

しか し これ らの3種 を合 わ せ て も寄 生 率 は 非 常 に 低

い.調 査 例 は2例 の み で あ る が,い ず れ も10%に も は

るか に満 た な い低 い寄 生 率 で あ る(Table6).

Table 6. Percentage of parasitism to the nymph of Phenacoccus pergandei 
       on a tree of Magnolia obovata at Fukuoka.



これに反 して成虫(雌)に 寄生する寄生 蜂はAna

gyrusschδnherriとAphycusalbicornisで あるが寄生

率は非常に高い.調査 した10例 のうち福岡のサンザシ

とフウから採集 した材料では比較的低い寄生率を示 し

ているが,そ れはこれらの樹上におけるオオワタコナ

カイガラムシの棲息密度が極めて低いことに起因する

ものと思われる.その他の例では大部分が70%以 上の

高い寄生率を示 しており,最 高93.2～99.0%と い う高

い例もある(Table7).

ここに挙げた例はいずれも農薬散布を行なわない樹

Table 7. Percentage of parasitism to the adult female of Phenacoccus pergandei.

上 で 採 集 した材 料 に つ い て 調べ た もの で,普 通 に管 理

され た果 樹 園 等 で は 成虫(雌)の 場 合 で も これ ほ ど高

い寄 生率 に はな つ て い な い も の と思 わ れ る.

二 次 寄 生 蜂 の 出 現 頻 度

第1報 に列 認 した如 く,オ オ ワ タ コナ カ イ ガ ラム シ

の二 次 寄 生 蜂 は コガ ネ コバ チ 科 に属 す るPachyneuron

sp.と 種 名不 明 の2種,ヒ メ コバ チ 科 のTetrastichus

sp.,ト ビ コバ チ科 のAchrysopophagusnagasakiensis

とCheileneecmsSP.,ク ロツ ヤ コバ チ 科 のThysanus

sp.お よび ヒゲ ナガ ク ロバ チ科 のLygocerussp.の 計

8種 で あ る.こ れ らの二 次 寄 生 蜂 は い ず れ も オ オ ワ タ

コナ カ イ ガ ラム シ の成 虫(雌)の み か,も し くは越 冬

仔 虫 と成 虫(雌)の 両 方 か ら出現 して い る ので,お そ

ら く一 次寄 生 蜂Anagyrusschbnkerriお よびAphyeUS

albicornisを 直 接 の寄 主 と して い る も の と思 わ れ る.

これ らの二 次 寄 生 蜂 が 出現 す る各種 類 別 の頻 度 は地

方 に よつ て 異 な る.福 岡 で はCkeiloneesmssp.が 最 も

多 く出現 し,全 調 査 例33例 中一 次寄 生 蜂 の 出現 個 体数

よ り多 く出現 して い る例 が8例 もあ る.次 いでPachy・

neuronsp.,Achrysopophagusnasasakiens'is,Tetra-

stiekttssp.が 多 い(Table8).福 島 で はPachynexren

sp.とCheiloneurussp.が 比 較的 多 い,調 査 した6例

中1例 でCheiloneurUSSP.の 出現 個 体 数 が一 次 寄 生 蜂

よ り多 い ほか は,二 次寄 生 蜂 の 出 現頻 度 は一 次 寄 生蜂

に比 べ て非 常 に 低 い(Table9).青 森 で は調 査 した9

例 中7例 まで が 二 次寄 生 蜂 が全 く出現 して お らず,出

現 して も その 頻 度 は極 めて 低 い(Table10).北 海道

で も一 般 に二 次 寄 生 蜂 の 出現 頻 度 は 低 い が,一 次 寄生

蜂 が1頭 も出 現 せ ず に コ ガネ コバ チ科 の 種 名不 明 の1

種(Unknownsp.B)が2頭 出現 して い る例 が あ る

(Table11).

全 体 と して 二 次 寄生 蜂 は福 岡 で最 も頻 度 が 高 く,北

に行 くほ ど種 類数 で も 出現頻 度 で も少 くな つ て い る傾

向 が見 られ る.こ とに 福 岡 に お け るCheiloneesrUSsp.

の 出現 頻 度 は 著 し く高 く,一 次寄 生 蜂 の繁 殖 力 に か な

り大 きな 影 響 を与 えて い る もの と考 え ら れ る.ま た

CheiloneurusSP.は 一 般 にAnagyrusschonherriが 多

く出現 す る寄主 群 か ら高 い頻 度 で 出現 す る 傾 向 が あ

り,AnagyrusschUnherriが 全 く出現 して い な い 寄 主

群 か らは1頭 も 出現 して い な い こ と か ら,Aphycus

albicornisに は寄 生 しな い と断定 で きな い まで も,主

と してAnagyrUSschbnherriを 直 接 の 寄 主 と して い る

の で は な いか と思 わ れ る.例 え ば福 岡 の ヒ ロハ ア オダ

モ,エ ノキ,イ ヌ ビワ,ア カ メガ シ ワ,ア ワブ キ,ガ

マ ズ ミ,ヒ ガ ンザ ク ラ等 の寄 主 群 か らは毎 年AphyceCS

albicornisに 比 べ てAnagyrusschδnherriが多く 出現

す るが(Table1参 照),こ れ らの寄 主 群 か らは多 く



Table 8. Individual number of hyperparasites emerged from overwintering nymphs 
       and from adult females of the mealybug at Fukuoka  (Pa  : Pachyneuron 

sp. ; UA : Unknown sp. A of Pteromalidae ; Te : Tetrastichus sp. ; Ac : 
       Achrysopophagus nagasakiensis; Ch : Cheiloneurus sp.; Th : Thysanus sp.; 

Ly : Lygocerus sp. ; An : Anagyrus schonherri ; Ap : Aphycus albicornis).

Magnolia obovata 

Fraxinus longicuspis 
 var. latifolia 

Celtis sinensis var. japonica 

Ficus erecta 

Mallotus japonicus No. 1 

No.2 

Meliosma myriantha 

Viburnum dilatatum 

Tilia Miqueliana 

Crataegus cuneata 

Liquidambar formosana 

Benzoin strychnifolium 

Fraxinus japonica 

Prunus campanulata 

Diospyros Kaki

Table 9. Individual number of hyperparasites emerged from adult females 
        of the mealybug in Fukushima Prefecture (Pa : Pachyneuron sp. ; 

Te : Tetrastichus sp. ; Ch : Cheiloneurus sp.; Th : Thysanus sp.; An : 
       Anagyrus schonherri ; Ap : Aphycus albicornis).



Table 10. Individual number of hyperparasites emerged from overwintering 
        nymphs and from adult females of the mealybug in Aomori 

        Prefecture  (Pa  : Pachyneuron sp. ; Th : Thysanus sp.; Ly : Lygocerus 
sp. ; An : Anagyrus schonherri ; Ap : Aphycus albicornis).

Table 11. Individual number of hyperparasites emerged from adult females of 
        the mealybug in Hokkaido (UB: Unknown sp. B of Pteromalidae ; Ch : 

Cheiloneurus sp.; An : Anagyrus schonherri ; Ap : Aphycus albicornis).

の場 合 非 常 に高 い頻 度 でCheiloneμrussp.が 出現 し

て い る.ま たAnagyrussekbnherriの 比 較 的 少 い青 森

で はCheiloneurUSsp.は 全 く出 現 して お らず,北

海道 で はAphyCUStalbicornisの み しか 出現 して い な

い寄 主 群 か らはCheiloneurussp.が 出現 して お らず,

Anagyrusschbnherriが 出 現 して い る寄 主 群 か らは

Cheiloneurussp.も 出現 して い る.

寄 生 に よ る 寄 主 の 産 卵 能 力 抑 制

カ イ ガ ラム シ類 の成 虫(雌)は 寄 生 蜂 の 寄 生 を受 け

る と多 くの 場合 産 卵 せ ず に死 亡す るが,中 に は寄 生 を

受 けて もな お産 卵 し得 る カイ ガ ラ ムシ の 例 が報 告 され

ている.例 えば石井(1923)に よれば,ル ビーロウカ

イガラムシ(Ceroplastesrubens)は ルビーキヤ ドリコ

バチ(Microterysspeciosus)の 寄生を受けても大部分

の卵を産み終つてのちに死亡する.

オオワタコナカイガラムシの場合も同様な現象が見

られる.す なわちAnagyreSSschbnherriの 寄生を受け

ても,ま たAphyeusalbicornisの 寄生を受けても,多

くの場合或る程度産卵 してのちに死亡する.し か し寄

生を受けない健全なコナカイガラムシの産卵数と比較

すると,寄 生を受けたものでは著 しく産卵数が抑えら

れている.ど の程度抑制されるかを知るために次のよ

うな調査を行なつた.



1.調 査 方 法

福岡のホオノキの葉の裏面から1957年5月8日 に

279頭 のコナカイガラムシ成虫(雌)を 無作為に採集

した.こ の時期にはすでに半数以上の個体が産卵を開

始 しており,産 卵 しはじめていない個体でも卵巣は十

分に成熟 していて,す でに摂食活動を終了している.

採集 した個体 は1頭 ずつ卵嚢とともにガラス管に入れ

て綿栓を施 した.ガ ラス管の内壁にはハチミツ原液を

環状に2重 に塗つて,管 内で孵化 したコナカイガラム

シの仔虫が綿栓にもぐり込まないようにした.

これらのガラス管を室温で放置して,出 現 した寄生

蜂の種類と頭数および出現開始日をそれぞ れ 記 録 し

た.す べての寄生蜂が出現 し終つたのちにガラス管か

らコナカイガラムシを取り出 して解剖 し,過 寄生によ

つて寄主体内で死亡した寄生蜂の幼虫数および寄主体

か ら脱出できずに死亡した蛹と成虫の数を調べた.ま

たガラス管内のハチ ミツの環に付着 して死亡したコナ

カイガラムシ仔虫数と卵嚢内の未孵化 卵数とか らコナ

カイガラムシ各個体の産卵数を求めた.卵 嚢内の未艀

化卵を調べるために,キ シロールで処理 して卵嚢のロ

ウ物質をとか して数えやす くした.こ うして得られた

資料の中から,フ タホシヒメテントウや菌類の攻撃を

受けていたものを除 く260頭 の コナカイガラムシにつ

いて考察を行なつた.

2.調 査結果および考察

寄生蜂の寄生 を受けたコナカイガラムシと寄生を受

けない健全なコナカイガラムシとの産卵数を比較する

と次の如 くである(Table12お よびFig.1).健 全な

Table 12. Number of the eggs deposited by the females of parasitized 

         and non-parasitized mealybugs collected on a tree of Magnolia 

        obovata at Fukuoka in May 8, 1957.

Fig. 1. Relative frequency distribution of the number of eggs deposited 
      by the parasitized and non-parasitized mealybugs (class  interval  : 

      200 of eggs deposited). 
      Black histogram : parasitized mealybug ; white histogram : non-

      parasitized mealybug.



雌では55頭 について調査した結果,平 均産卵数 は約

1300な い し1800(信 頼限界95%)と 推定され,最 高

4200と いう例がある.そ の度数分布を見るとほぼ平均

値を中心として広がる正規分布に近い形を している.

しかし寄生を受けた雌では205頭 について調査したと

ころ,平 均産卵数は約600な い しせいぜい800(信 頼

限界95%)と 推定され,産卵能力が健全なものの約半

分に抑えられていることがわかる.度 数分布を見ると

0～200の 区間が最も多 く,産卵数が多 くなるにしたが

つてその度数は減少 している.と ころが寄生を受けて

いる雌の約16%の ものでは健全な雌の平均産卵 数 と

同程度またはそれ以上の産卵数を示 し,最高2600と い

う値を示している.こ のことは寄生を受けても産卵能

力にさほど影響を受けない場合があり得るのではない

かという事を暗示するものである.

そ こでどのような場合に産卵数が著 しく抑えられ,

またどのような場合にあまり影響を受けないかを知る

ために,次 の3つ の立場から資料を分析 した.す なわ

ち,寄 生する寄生蜂の種類によつて寄主の産卵能力に

差がないかどうか,1寄 主体内に寄生する寄生蜂の個

体数によつて差がないかどうか,ま た寄生蜂の攻撃を

受ける時期によつて差がないかどうかをみた.

まずコナカイガラムシの体内に寄生していた寄生蜂

の種類によつて資料を4つ に分けてそれぞれの平均産

卵数を比 較 した(Table13).そ の 結果Anagyrus

schbnherriの み寄生した場合とAphycusatbicornisの

み寄生した場合とを比較 したところ,95%信 頼限界で

有意差は見 られず,ま たこの両種が共寄生 した場合と

それぞれが単独で寄生 した場合とでも有意差は見 られ

ない.し かし二次寄生蜂が含まれた場合には比較的産

卵数が少くAphybusalbieernisの み によつて寄生され

た場合の産卵数と比較すると95%信 頼限界では有 意

差がないとは断言できない.た だし,この場合も99%

信頼限界で見れば有意差はない.以 上のことから雌の

産卵能力を抑制する程度は体内に寄生 している寄生蜂

の種類によつて異るということは殆んど考えられない

といえる.

次 に,1寄 主体内に寄生していた寄生蜂の個体数の

Table 13. Number of the eggs deposited by the females of the mealybug 

        parasitized by Anagyrus  schOnherri alone, by Aphycus albicornis 
         alone, by both species of these primary parasites and by these 

         parasites containing their hyperparasites in their bodies.

多少によつて寄主の平均産卵数にちがいがあるかどう

かを見ると次のとおりである(Table14).す なわち概

括的に見ると1寄 主体内に寄生する寄生蜂の個体数が

多 くなるに従つて,寄 主の平均産卵数が少 くなる傾向

がみられる.し かし1寄 主体内に1～2頭 寄生した場

合の平均産卵数と,そ れ以上の個体が寄生 した場合の

それとを比較 してみると,95%信 頼限界で11頭 以上

の場合だけが平均産卵数の上で有意的な差があるのみ

である・しかも16頭 以上もの寄生蜂が寄生 した場合で

も最高1500も の卵を産む場合があり,逆に1～2頭 し

か寄生 しなかつた寄主でも健全なコナカイガラムシの

平均産卵数と比較すると明らかに有意差が見 られる.

これらの事から1寄 主体内に非常に多 くの個体数の寄

生蜂が寄生した場合には,或 程度寄主の産卵能力を抑

えるが,そ れは決定的なものでなく,ま たわずか1～

2頭 の寄生蜂しか寄生 しなかつた場合でも,寄 主の産

卵能力を抑えていることがいえる.

最後にコナカイガラムシが寄生蜂の攻撃を受けた時

期が早いか遅いかによつて,産 卵能力に差がないかを

見ると次のとおりである.野 外から採集 した材料であ

るので寄生を受けた時期を直接知ることはで きな い

が,AnagyrusschbnherriもAphyeusalbieornisも と

もに春期世代は産卵後約40日 で成虫が羽化出現 す る

ことがわかつているので,そ れぞれの寄主か ら最初に

寄生蜂が出現 した日によつて寄生を受けた日を推定す

ることができる.そ こで資料を寄生蜂の羽化出現開始



Table  14. Interrelation between the number of eggs deposited by parasitized 

        females of the mealybug and individual number of parasites fonnd 

        in their bodies.

日によつて分けて,そ れぞれの場合の平均産卵数を比

較 した(Table15).5月22～23日 に寄生蜂が出現 し

はじめた寄主,い いかえれば4月12～13日 頃 に寄生蜂
の

の最初の攻撃を受けたコナカイガラムシでは産卵数は

著しく少 く,平 均約100～300卵 に抑えられ,最 高でも

700に 抑えられている.次 いで5月24～25日 出現開始

のものが少なく,平 均産卵数は約300～500で,最 高

1400で ある.反 対に5月30日 以後に寄生蜂が出現 し

はじめた寄主,い いかえれば4月20日 頃以降に寄生

蜂の攻撃を受けた個体では産卵数は非常に多 く,平 均

約1100～1600卵 で,寄 生を受けな い健全なコナカイ

ガラムシの平均産卵数と比較 して有意差がない.こ の

ことか ら,比 較的早期に寄生蜂の攻撃を受けた場合に

は著しく産卵能力が抑制されるが,遅 い時期に寄生を

受けた場合には産卵能力に殆んど影響を受けないこと

がいえる.

Table 15. Interrelation between the number of eggs deposited by 

        parasitized females of the  rnealybug and date of the 

         first emergence of the parasite from them.

天 敵 の 評 価

以上に述べて来たことを総括して,オ オワタコナカ

イガラムシが天敵によつてどの程度その繁殖力を抑え

られているかを評価 したい.

まず卵の時期の主要な天敵 はScymnusphosphorus

(フタホシヒメテントウ)で ある.こ のヒメテン トウ

は捕食虫でありながら,い わば卵塊に寄生する寄生虫

のような生活をしており,オ オワタコナカイガラムシ

の捕食虫として高度に適応した生態を示 している.こ

れがどの程度卵を捕食するかについては,神 谷寛 之

氏の未発表の研究がある.そ れによると,1957年 福 岡

の或るアカメガシワの樹か ら採集した材料では,調 査

した約61%の 卵 嚢内に このヒメテン トウの卵または

幼虫が見出され,ま た1頭 のヒメテン トウは孵化 して

から成虫になるまでに,最 低1卵 塊を食べつ くさなく

てはならないとのことである。このヒメテントウの幼

虫は卵ばかりでなく,卵 嚢内で孵化 した仔虫をも捕食

し,成 虫はコナカイガラムシの仔虫や時には成虫(雌)

を捕食する.し かもこの種は北海道から九州にいたる



日木全.ヒ に分 布 し,オ オ ワ タ コナ カ イガ ラム シ の天 敵

と して は 全世 代 を 通 じて 最 も重 要 な種 類 で あ る と考 え

られ る.こ の他 卵 を 捕 食 す る天 敵 と して はア ブ ラ コバ

エ科 のLeucopissilesiacaと2種 の テ ン トウ ム シが あ

るが,こ れ らはScymnusphosphorUSに 比 べ る と殆 ん

ど問 題 にな らな い天 敵 とみ て よい.

次 に仔 虫 の天 敵 と して はScymnusphosphorusの 他

に寄 生 蜂 と してAllotropautilis(オ オ ワ タヤ ドリク ロ

バ チ),Anagyrusschonherri(シ エ ー ンヘ ー ル トビ コバ

チ),Aphycusalbicornis(オ オ ワ タコ ナ カ イガ ラ ヤ ド

リバ チ),Anagyrussp.(フ ジ コナ カイ ガ ラヤ ドリコバ

チ)の4種 が あ る.こ の うち で も フ ジ コナ カ イ ガ ラヤ

ドリコバ チを 除 く3種 が多 い が寄 生 率 は 非 常 に低 く,

3種 合 せ て も10%以 下 で あ る.

この う ちAnagyrusschbnherriとAphycusalbicornis

は年2世 代 で,コ ナ カイ ガ ラ ム シの 成 虫(雌)に 寄 生

す る世 代 で は非 常 に高 い寄 生 率 を 示 し,多 寄 生 性 で,

しか も 同一 寄 主 体 内 で 両種 が一 種 のす み わ け的 な方 法

で 共 寄生 す る こと によ つ て種 間 競 争を 避 け な が ら共 存

して い る.性 比 を み ると このi!ヒ代 で は 前 者 で雌 は雄 の

2倍 内外,後 者 で は多 くの 場 合4倍 内外 で 雌 が 多 く出

現 す る.ま た卵 巣 卵 の 状 態 か ら判 断す る と,雌1頭 の産

卵 数 はAnagyrusschOnherriで は 少 な くと も100内 外,

Aphycusaibicornisで も最 低50内 外 の卵 を 産 む もの と

考 え られ る.と こ ろが オ オ ワ タ コナ カイ ガ ラ ム シの 成

虫(雌)は これ らの 寄生 蜂 に寄 生 され て も,産 卵 開 始

前 に死 亡 す る こと は少 な く,多 くの場 合 或 る程 度 産 卵

してのちに死亡し,そ の産卵数は健全な個体の約半数

にしか抑えられていない,そ のため寄生蜂が上に列記

したように強い繁殖力をもつているにもかかわらず,

コナカイガラムシの繁殖力にははるかにおよばず,仔

虫に対する寄生率は甚だ低い値となるのである.そ の

上Cheiloneurussp.,Achrysopophagusnagasakiensis,

Pachyneuronsp.,TetrastichusSP.,そ の他の二次寄

生蜂が特に南の方の地方ではかなり高い頻 度 で 出現

し,一次寄生蜂の繁殖力にかなりの影響を与えている.
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                                      Summary 

 The key parasites of Phenacoccus pergandei are Anagyrus schonherri, Aphycus albicornis and Allo-
tropa utilis. The individual number of the parasites emerged from overwintering nymphs and from 
adult females of the mealybug are shown in Tables 1 and 2. The proportion of the individual 
numbers of the parasites emerged from each host population is not constant among different trees, 
orchards or years. 

   In some cases Anagyrus schOnherri is symparasitic with Aphycus albicornis on the adult female 
of the mealybug (Table 3). They avoid interspecific competition with each other by means of a 
kind of habitat segregation within a host body. 

   The parasites are monoparasitic on the nymph but are polyparasitic on the adult females of 
the mealybug (Tables 4 and 5). 

   The percentage of parasitism to the nymph of the mealybug is very low being less than 10 

% (Table 6), while the adult females of the mealybug are highly parasitized, the greatest being 
about 93-99 % (Table 7). 

   The individual numbers of hyperparasites emerged from overwintering nymphs and from adult 
females of the mealybug are shown in Tables 8, 9, 10 and 11. Hyperparasites are more abundant 
in southern region of Japan, but in the northern region they are rather rare. The major hyper-

parasites are Cheiloneurus sp., Pachyneuron sp., Achrysopophagus nagasakiensis and Tetrastichus sp. 
They are larval or pupal parasites of Anagyrus schOnherri and Aphycus albicornis. Cheiloneurus sp. 
seems to be parasitic mainly on Anagyrus schOnherri because the former emerges in high frequency



from the host populations in which the latter emerges abundantly, and because the former does 
not emerge at all from the host populations in which neither the latter emerges at all (compare 
Tables 1 and 2 with Tables 8, 9, 10 and 11). 

   Even the adult females of the mealybug harboring the parasites have considerable ovipositive 
abilities in many cases. But their abilities are, of course, remarkably inhibited under half the 
level of those of healthy, non-parasitized mealybugs. An adult female of non-parasitized mealybug 
oviposits about 1.300-1,800 eggs on an average, while that of parasitized mealybug about 600-800 
on an average (Table 12 and Fig. 1). Inhibiting degree of oviposition ability of the parasitized 
mealybug is hardly effected by what parasite species is parasitizing in a body (Table 13). When 
the mealybug is polyparasitized by considerably many individuals (above eleven) of the parasite, 
the oviposition ability is inhibited at higher degree than in other cases (Table 14). The  earlier 
is the mealybug parasitized the more effective is the inhibition of oviposition ability of the 
mealybug (Table 15). 

   Finally a discussion of the effectiveness of the natural enemies of this mealybug was attempted 
on the basis of the above mentioned investigations (including the former papers). 

   Scymnus phosphorus is the most dominant species of the natural enemies in the egg stage of 
Phenacoccus pergandei. This predator is so adapted to the prey that it can be regarded as a para-
site of the egg mass. It is found in the above half of the egg masses at Fukuoka. The larva of 
the lady beetle feeds on at least an egg mass until pupation, and sometimes feeds on the nymphs 
hatched in the egg mass. This lady beetle is the most important species of the natural enemies 
of the mealybug through its whole life-cycle, distributing in all over Japan from Hokkaido to 
Kyushu. 
   The dominant species of natural enemies in the nymphal stage of the mealybug are three para-
site species, i. e. Allotropa utiles, Anagyrus schonherri and Aphycus albicornis. But the percentage of 

parasitism is very low. 
   Anagyrus schonherri and Aphycus albicornis also parasitize on the adult female of the mealybug. 

They have high percentage of parasitism. They are polyparasitic and sometimes symparasitic 
with each other. Their females exceed the males in number to a considerable degree in the genera-
tion parasitic on the adult female. Judging from dissection of their ovaries, a female of Anagyrus 
schOnherri seems to oviposit at least 100 eggs and that of Aphycus albicornis seems to oviposit at 
least 50 eggs. Notwithstanding, the percentage of parasitism of the next generation to the nymph 
is very low, for most of the adult females of the host harboring the parasites have ovipositive 
abilities. The hyperparasites, moreover, control the propagation power of the primary parasites,par 
ticularly in the southern region of Japan.


